
沖縄の世界遺産を旅する

①文化遺産:琉球王国のグスク及び関連遺産群

1-1首里城(那覇市)

1-2 園比屋御嶽石門
(那覇市)

琉球王国の政治文化の
中心地であるグスク。園
比屋御嶽石門は国王外出
の際の安全祈願の場。
【アクセス：琉大東口バス停より、
那覇バス97番 山川バス停下車
徒歩 約5分】

1-4 識名園(那覇市)

「南苑」と呼ばれた、
王家の別邸。
【アクセス：車にて 約30分】

1-5 中城城(中城村)

築城の名手と称される
護佐丸の拠点。東西両海
岸を眼下に収め、本島中
部の要所をおさえる山上
の大型グスク。
【アクセス：車にて 約15分】

1-6 勝連城(うるま市)

護佐丸と敵対した阿麻
和利が築いたグスク。
ローマ/オスマン帝国の
コインも出土し、交易の
活況を物語る。
【アクセス：車にて 約50分】

1-7 座喜味城(読谷村)

中城以前に護佐丸が築
造し、居城としたグスク。
【アクセス：車にて 約1時間】

1-3 玉陵(那覇市)

琉球王家、第二尚氏の
王墓。石灰岩の崖を掘り
込んだ、石造の墓。国宝
にも指定される。
【アクセス：首里城に同じ】

沖縄には二つの世界遺産が登録されています。意識し
なければ、なかなか行く機会も少ないそれらについて、
琉大からのアクセスも併せて簡単にですがご紹介します。



②自然遺産:奄美大島、徳之島、沖縄本島北部及
び西表島
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2.湊和雄，宮竹貴久著
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北部』
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2 沖縄本島北部「やんばる」(国頭村/大宜味村/東村)

南西諸島の各島とともに、自然遺産を構成するのが、
沖縄本島北部「やんばる」エリア。ヤンバルクイナを筆
頭に、独自の動植物が分布する亜熱帯の森林が広がる。
【アクセス(ウフギー自然館)：車にて(沖縄道経由) 約1時間30分】
※ウフギー自然館はリニューアルのため長期休館中

世界的な価値を認められた文化/自然遺産を、ぜひとも自
分の目でみて、感じて、学んでみましょう！
最後に、沖縄のグスクと、やんばるの自然を扱った書

籍を一冊ずつ紹介します。ぜひご一読を。

1-9 斎場御嶽(南城市)
知念半島東端にある、

琉球最高の聖地、久高島
を望む。
【アクセス：車にて 約50分】

1-8 今帰仁城(今帰仁村)
琉球三山時代、北山王朝

の本拠地であったグスク。
【アクセス：琉大入口(高速北行)バス
停より、やんばる急行バス
今帰仁城跡入口バス停下車 すぐ

または、車にて 約1時間45分】
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